
調
査
報
告
四
十
八

本
学
山
岸
文
庫
に
は
「
宗
尊
親
王
三
百
首
』
と
題
さ
れ
た
写
本
一
冊
（
山
岸
文
庫
請
求
番
号
「
三
○
二
」
番
）
が
蔵
さ
れ
て
い
る
。

『
宗
尊
親
王
三
百
首
」
は
別
に
「
文
応
三
百
首
』
「
中
務
卿
親
王
三
百
首
和
歌
」
「
東
関
竹
園
三
百
首
』
「
鎌
倉
中
害
王
御
詠
』
な
ど
と
も

呼
ば
れ
る
、
宗
尊
親
王
若
き
日
の
歌
集
で
あ
る
。
成
立
は
文
応
元
年
（
一
二
六
○
）
十
月
以
前
で
あ
る
こ
と
は
動
か
な
い
。

こ
の
歌
集
の
伝
本
は
約
二
十
数
本
現
存
す
る
が
、
初
め
て
本
格
的
な
系
統
分
類
を
示
し
た
の
が
「
新
編
国
歌
大
観
」
の
解
題
（
平
成
四
年
四

月
刊
）
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
小
林
強
氏
は
二
十
七
本
に
も
及
ぶ
諸
本
を
整
理
し
、
一
瓶
本
、
二
類
本
、
三
顛
本
と
分
孤
さ
れ
た
（
解
題
は
井
上

宗
雄
氏
、
兼
築
信
行
氏
と
の
共
同
執
筆
で
あ
る
が
、
分
類
を
な
さ
れ
た
の
は
そ
の
付
記
か
ら
小
林
氏
と
判
断
さ
れ
る
）
。
今
後
の
伝
本
研
究
を

領
導
す
る
、
す
ぐ
れ
た
成
果
と
い
い
得
る
。

こ
の
山
岸
文
庫
蔵
本
は
「
新
編
国
歌
大
観
』
に
は
未
調
査
本
と
し
て
挙
が
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
「
新
編
国
歌
大
観
」
の
成
果
を
踏
ま
え
つ

つ
、
別
の
観
点
も
加
え
て
伝
本
系
統
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
た
佐
藤
智
広
氏
は
、
こ
の
山
岸
文
庫
蔵
本
も
資
料
に
加
え
て
本
文
の
異
同
を
整
理
さ

れ
た
（
「
宗
尊
親
王
『
文
応
三
百
首
」
伝
本
分
敵
私
考
」
、
「
筑
波
大
学
平
家
部
会
肺
集
第
五
集
」
平
成
七
年
十
一
月
刊
）
。

山
岸
文
庫
蔵
『
宗
尊
親
王
三
百
首
」
解
題
・
翻
刻

久
保
貴
子
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『
宗
尊
親
王
三
百
首
」
は
小
林
氏
も
つ
と
に
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
、
「
諸
本
間
に
は
、
各
点
者
の
合
点
や
本
文
の
異
同
が
極
め
て
多
く
、
厳

密
な
伝
本
の
系
統
分
類
は
今
後
の
課
題
」
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
、
佐
藤
氏
の
貴
重
な
言
及
を
除
い

て
は
ほ
と
ん
ど
学
界
未
紹
介
で
あ
っ
た
山
岸
文
庫
蔵
本
を
全
文
翻
刻
す
る
意
味
は
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

次
に
、
こ
の
本
の
簡
略
な
書
誌
事
項
を
示
し
て
お
く
。

実
践
女
子
大
学
山
岸
文
庫
所
蔵
「
宗
尊
親
王
三
百
首
』
一
冊

袋
綴
装
（
四
目
綴
、
綴
糸
萌
黄
色
）
。
近
世
写
。

表
紙
、
薄
香
色
無
地
紙
表
紙
。
二
七
・
八
糎
×
二
○
・
四
糎
。
外
題
、
表
紙
左
肩
に
赤
朽
葉
色
唐
草
文
様
蝋
賎
紙
、
八
・
六
糎
×
四
・
四
糎

を
貼
付
「
宗
尊
親
王
三
百
首
」
と
墨
書
（
本
文
と
同
筆
か
）
。
表
紙
右
肩
に
「
（
冷
泉
家
本
）
」
と
朱
筆
で
打
付
書
（
山
岸
徳
平
氏
筆
か
）
。

内
題
「
中
務
親
王
三
百
首
和
歌
」
（
二
丁
表
一
行
）
。

料
紙
、
楮
斐
漉
混
紙
。
見
返
し
料
紙
共
紙
。
前
遊
紙
一
丁
、
後
遊
紙
な
し
。
墨
付
二
十
一
丁
（
一
丁
裏
．
二
一
丁
裏
、
白
紙
）
。

印
記
「
山
岸
文
庫
」
の
長
方
形
朱
印
（
表
紙
右
下
、
一
丁
表
右
下
）
。
「
実
践
女
子
大
学
図
書
館
印
」
の
長
円
形
朱
印
（
二
一
丁
裏
左
下
）
。

毎
半
葉
十
二
行
。
一
行
二
十
五
字
内
外
、
和
歌
は
一
行
書
き
。

頓
阿
（
二
○
丁
表
）
・
李
部
王
（
二
○
丁
裏
）
・
為
栄
（
二
一
丁
表
）
そ
れ
ぞ
れ
の
奥
書
と
、
山
岸
氏
の
識
語
（
裏
見
返
し
）
を
有
す
る
。

所
々
に
朱
・
冑
筆
に
よ
る
書
入
れ
、
ミ
セ
ヶ
チ
な
ど
あ
り
。
保
存
状
態
は
極
め
て
良
く
、
虫
損
・
湿
汚
の
痕
な
ど
殆
ど
な
し
。

部
立
ご
と
に
収
め
ら
れ
た
歌
数
は
以
下
の
と
お
り
。
（
）
内
の
漢
数
字
は
山
岸
文
庫
蔵
本
に
仮
に
付
し
た
歌
番
号
を
示
す
。

春
’
七
十
首
（
一
～
七
○
）

夏
’
三
十
首
（
七
一
～
一
○
○
）
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こ
の
山
岸
文
庫
蔵
本
の
諸
本
の
中
に
占
め
る
位
置
に
つ
い
て
、
い
さ
さ
か
触
れ
て
お
き
た
い
。
「
宗
尊
親
王
三
百
首
』
の
諸
本
は
先
述
し
た

よ
う
に
、
小
林
強
氏
に
よ
っ
て
、
三
つ
の
系
統
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
大
別
し
て
、
為
家
の
合
点
と
評
語
の
桑
を
有
す
る
系
統
（
二
類

本
）
、
そ
れ
に
加
え
て
基
家
の
評
語
と
計
八
名
の
手
に
な
る
合
点
を
有
す
る
系
統
（
一
類
本
）
、
抄
出
本
の
系
統
（
三
類
本
）
、
の
三
つ
で
あ
る
。

一
類
本
と
二
類
本
と
の
相
違
か
何
故
生
じ
た
の
か
、
大
き
な
問
題
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
当
初
為
家
の
み
に
加
点
か
要
請
さ
れ
て
い
た
の
が
、

後
に
基
家
ら
に
も
加
点
の
依
頼
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
起
因
す
る
と
推
測
す
る
の
は
自
然
で
あ
ろ
う
。
小
林
氏
は
二
類
本
が
御
子
左
家
に
、
一
類

本
が
反
御
予
左
家
に
伝
来
し
て
い
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
山
岸
文
庫
蔵
本
は
佐
藤
氏
に
よ
っ
て
、
他
の
二
十
一
本
の
伝
本
と
と
も
に
、
和
歌
本
文
の
異
同
が
調
査
さ
れ
て
い
る
。
佐

滕
氏
の
調
査
は
新
た
な
諸
本
系
統
整
理
の
観
点
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
特
に
山
岸
文
庫
本
の
位
置
付
け
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
も
の
で
は
な

い
が
、
こ
の
本
が
一
類
本
の
中
で
も
最
善
本
と
目
さ
れ
る
天
理
図
書
館
蔵
春
海
文
庫
蔵
本
と
同
系
統
の
本
文
を
持
つ
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
管
見
か
ら
も
、
こ
の
佐
藤
氏
の
判
断
は
肯
定
し
得
る
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
こ
の
山
岸
文
庫
蔵
本
の
奥
書
に
つ
い
て
、
い
さ
さ
か
検
討
し
て
お
き
た
い
。
奥
書
は
先
ず
（
二
○
丁
表
）

に
､

秋
’
七
十
首

冬
’
三
十
首

恋
’
七
十
首

雑
’
三
十
首

此
御
歌
先
年
書
写
之
処
為
人
被
借
夫
之
間

全全／~、／~、

七○七○

～
一
七
○
）

～
二
○
○
）

～
二
七
○
）

～
三
○
○
）
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れ
る
。

尋
證
本
書
之
早

頓
阿

と
あ
る
。
こ
れ
は
春
海
文
庫
本
に
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
続
く
（
二
○
丁
裏
）
に
、

此
一
冊
以
仙
洞
御
本
令
書
写
加
校
合
者
也

元
和
元
年
臘
月
廿
八
日
李
部
王

と
あ
る
。
こ
れ
は
春
海
文
庫
本
が
書
写
奥
書
と
し
て
「
申
出
禁
裏
御
本
使
愚
息
通
村
害
之
慶
長
九
年
始
月
中
院
也
足
子
素
然
（
黒
印
）
」

と
な
っ
て
い
る
こ
と
と
は
異
な
る
（
愚
息
通
村
と
は
中
院
通
村
、
素
然
と
は
父
・
中
院
通
勝
を
指
す
）
。

元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
、
仙
洞
御
所
に
伝
わ
る
本
を
書
写
し
、
校
合
を
加
え
た
「
李
部
王
」
と
い
う
人
物
は
、
恐
ら
く
碩
学
と
し
て
知
ら

れ
、
多
く
の
古
典
文
学
を
書
写
し
た
式
部
卿
宮
智
仁
（
と
し
ひ
と
）
親
王
で
あ
ろ
う
。
細
川
幽
斎
よ
り
古
今
伝
授
を
受
け
た
こ
と
で
も
著
名
で

あ
る
。
「
李
部
」
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
式
部
の
唐
名
で
あ
り
、
「
李
部
王
」
と
は
式
部
卿
宮
を
指
す
。
智
仁
親
王
は
例
え
ば
『
内
外
口
伝

歌
共
秘
食
』
（
書
陵
部
蔵
）
の
慶
長
七
年
（
一
六
○
二
）
四
月
の
奥
書
に
「
李
部
」
と
自
署
し
て
お
り
、
「
李
部
王
」
と
自
ら
記
す
に
不
思
議

は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
（
智
仁
親
王
の
文
学
者
と
し
て
の
足
跡
は
、
小
高
道
子
氏
の
一
連
の
論
考
が
詳
細
を
極
め
る
）
。

こ
の
判
断
が
正
し
い
と
す
る
な
ら
ば
、
慶
長
九
年
（
一
六
○
四
）
に
禁
裏
の
本
を
書
写
し
た
中
院
通
勝
・
通
村
父
子
と
は
別
に
、
そ
の
十
年

余
り
後
に
、
智
仁
親
王
も
こ
の
作
品
を
書
写
し
た
こ
と
と
な
る
。
こ
の
山
岸
文
庫
本
は
智
仁
親
王
の
書
写
奥
書
を
継
承
す
る
も
の
で
、
智
仁
親

王
書
写
本
の
形
姿
を
今
日
伝
え
て
い
る
。
智
仁
親
王
自
筆
と
は
認
定
し
得
な
い
に
し
て
も
、
伝
本
研
究
上
重
要
な
位
置
を
占
め
る
も
の
と
思
わ

続
ノ
く
、
（
二
一
丁
表
）
に
、

以
或
本
一
校
旱
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明
和
五
年
夏

為
栄

と
青
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
。
「
為
栄
」
と
は
、
下
冷
泉
為
栄
で
あ
る
。
こ
の
山
岸
文
庫
本
に
他
本
を
参
考
に
し
て
、
所
為
に
胄
筆
で
校
合
を
加

え
て
い
る
の
が
下
冷
泉
家
の
当
代
の
為
栄
で
あ
り
、
山
岸
文
庫
本
が
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
の
段
階
で
下
冷
泉
家
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
反
御
子
左
家
的
色
彩
の
強
い
一
類
本
系
の
本
文
を
持
つ
川
岸
文
庫
本
が
冷
泉
家
に
旧
蔵
さ
れ
て
い
た
事
実
は
歴
史
の
ア
イ
ロ
ニ
ー
で

わ
か
る
。
宮

あ
ろ
う
か
。

冷
泉
家
旧
蔵
也

昭
和
廿
四
年
林
鐘
五
岸
廼
舎

と
い
う
山
岸
氏
の
識
語
も
、
こ
の
本
が
冷
泉
家
旧
蔵
本
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
以
上
い
ま
だ
解
明
し
て
い
な
い
点
も
多
い
の
で
あ
る

が
、
後
考
を
期
す
こ
と
と
し
て
、
本
書
の
解
題
の
閉
じ
め
と
し
た
い
。

裏
見
返
し
の
、

ワ局ワー
一U一
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ﾆﾆ里全コ
ーニ華二
二.溶理』

ニニ琴二蝿
蜂
蕊

瓜
臘
蝋
脆
争
蕊
塗
十
・
藤
や
§
鼠

北
』
》
一
鼠
ｉ
・
マ
ノ
“
へ
鯉
雪
６
ゞ
河
奄
一
、

謎
〉
鵯
桐
》

《
￥
芥
Ｉ
命
繋
舟
剣
劇
奇
蕪
溌
蕊
溶
ゞ
》
’
一
￥
峠
妻
蕊

・
・
・
宰
・
・
篭
‐
皿
・
｝
｝
｝
・
｝
鑿
｝
‐
偲
管
｝
・
｝
・
篭
蒋
麓
・
・
・

．
衆
“
《
・
稜
１
秘
，
恥
尋
煽
△
収
、
良
・
叩
・
一
．
…
離
外
齢
‐

、
●
〃
一
九
一
分
勾
少
９
句
』
ず
収
・
ｚ
９
今
０
．
級
。
や
劉
育
段
，
り
ノ

ー
昏
垂
．
・
ざ
．
一
一
華
・
一
華
酎
・
華
・
一
‘
‐
壬
桟
“
“
釘
汝
、
、
・
一
・
世
‐
行
恥
‐
．
●
荻
．
群
哩
‐
雫
。
．
・
・
雫
・
・
．
。
》
．
。
．
。
》
・
・
・
・
識
‐
・
宰
・
．
・
・
蚤
・
‘
段
宰
．
輻
』
謡

＃

蟻

〆
切
』
ｒ

琴
一
錘
一
“
す
苧
へ
謝
金
え
氏
執
風
，
零
炎
幕
撰
：
ゞ
一
・

弱
・
》
・
》
《
・
・
頭
《
・
・
・
．
・
・
・
．
噌
・
．
・
・
今
・
・
篝
。

尋
魚
測
劉
背
４
、
郁
抑
ｘ
迩
鴎
、
永
舞
Ｉ

‐
、

程
耀
謝
闘
魂
踊
鍛
穎
織
癖
瀞
蝿
鐇
露
錘
凝
稚
睡
調
擁
詫
無
諏
騨
蒋
鵬
撚
蒋
騨
”
謝
率
騨
醗
津
鯉
溌
醒
軽
震
蒲
鋒
膳
確
聡
蕊
罐
舜
鰯
苓

泉
掌
糺
上
一
岳
搾
等
即
征
為
Ｋ
輔
卑
‐

今
人
Ｋ
九
二
１
翼
必
ず
雲
蕊
泌
載
窓
豊
副
１
．
－
苦
価
ｒ
え
襲
火

1

オ
風
へ
〈
小
１
謝
雫
秋
》
訂
茎
》

〕
。
、
買
暮
時
‐
鼎
門
９
冊
。

驚
駿
譜
欝
葛
蕊

．
．
膠
篭
役 … 鍵

一
、
実
践
女
子
大
学
図
書
館
山
岸
文
庫
蔵
「
宗
尊
親
王
三
百
首
」
一
冊
を
底
本

と
し
て
翻
刻
す
る
。

一
、
翻
刻
は
、
朱
筆
等
の
別
を
含
め
て
底
本
に
忠
実
な
る
を
旨
と
す
る
が
、
印

刷
の
都
合
な
ど
に
よ
り
左
の
よ
う
に
処
置
す
る
。

ａ
、
漢
字
・
仮
名
は
、
お
お
む
ね
通
行
字
体
に
よ
る
が
、
一
部
書
き
癖
（
「
ご

「
ミ
」
な
ど
）
を
残
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

ｂ
、
反
復
記
号
一
‐
上
」
「
と
」
一
ノ
、
」
、
補
入
記
号
、
見
せ
消
ち
な
ど
は

原
則
と
し
て
底
本
の
ま
ま
と
す
る
。
猶
、
特
に
注
記
す
べ
き
箇
所
に
つ

い
て
は
〈
注
〉
と
し
て
示
し
た
。

Ｃ
、
朱
筆
は
（
）
内
に
記
し
、
青
筆
は
ゴ
チ
ッ
ク
で
記
す
。

一
、
丁
は
墨
付
を
以
て
数
え
、
丁
移
り
は
」
と
し
て
示
し
、
そ
の
下
の
（
）

内
に
丁
数
を
記
す
。
ま
た
、
表
裏
は
同
じ
（
）
内
に
オ
又
は
ウ
と
カ
タ

カ
ナ
で
記
す
。

一
、
改
行
は
、
原
則
と
し
て
底
本
の
ま
ま
と
す
る
。

一
、
便
宜
上
、
歌
番
号
を
漢
数
字
で
仮
に
付
し
た
。

凡
例
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宗
尊
親
王
三
百
首
（
題
叢
）
」
（
表
紙
）

（
白
紙
）
」
（
見
返
し
）

（
白
紙
）
」
（
前
遊
紙
オ
）

（
白
紙
）
」
（
前
遊
紙
ウ
）

後
嵯
峨
院
第
一
皇
子
御
母
准
三
宮
蔵
人
木
工
頭
平
棟
基
女

宗
尊
親
王
一
品
中
務
卿
征
夷
大
将
軍

文
永
九
二
州
出
家
法
名
覚
惠
同
十
一
七
廿
九
莞

目lll三九衣井弁
右
大
辨
入
道
光
俊
朝
臣
法
名
真
観

墨
黙
同
詞
害
民
部
卿
入
道
為
家
卿

（
白
紙
）

四

文
永
九
二
舟
出
家
法
名

此
三
百
首
号
文
應
三
百
首

常
磐
井
相
國
實
氏
公

衣
笠
内
大
臣
家
良
公

九
条
内
大
臣
基
家
公

侍
従
三
位
行
家
卿

黙
者

此
本
以
朱
詞
書
ア
リ

」
（
一
オ
）

」
（
一
ウ
）
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五四三三二二うく要
一ブ.し ぺ

井
衣
（
續
古
今
）

ａ
）
お
ほ
と
も
の
ミ
つ
の
濱
松
か
す
む
な
り
は
や
日
の
も
と
に
春
や
き
ぬ
ら
ん

三
弁

首
尾
相
叶
姿
詞
共
調
候
本
歌
被
取
成
候
之
躰
殊
珍
重
候

衣
四
三

識
あ
つ
ま
路
の
あ
ふ
坂
山
も
関
な
れ
〈
い
く
つ
を
越
て
春
の
き
ぬ
ら
ん

井
衣
四

、
い
つ
く
よ
り
か
す
み
そ
む
ら
ん
あ
し
ひ
き
の
山
に
も
野
に
も
春
く
ぎ
に
け
り

一
一
云
升
、
た
ち
こ
む
る
春
の
か
す
み
の
う
す
衣
な
ほ
袖
さ
え
て
淡
雪
そ
ふ
る

衣
二
（
マ
乙

井
山
河
の
こ
ほ
り
の
関
や
こ
え
つ
ら
ん
い
は
ま
の
浪
に
春
か
せ
そ
ふ
く

春
風
や
吹
ら
ん
氷
の
と
く
る
〈
と
や
候
へ
き
と
存
候

詫
つ
れ
も
な
き
ね
を
た
に
さ
そ
へ
う
ぐ
ひ
す
の
こ
そ
の
や
と
り
の
春
の
は
つ
か
せ

是
下
句
な
と
優
美
に
候
つ
れ
も
な
き
ね
を
た
に
と
〈
愚
昧
靭

不
思
得
候
之
問
巻
過
候

衣
三弁
帥
光
な
き
谷
の
う
ぐ
ひ
す
い
か
に
し
て
よ
そ
な
る
春
の
色
を
し
る
ら
ん

如
此
本
歌
存
旨
候
之
間
故
不
申
子
細
候

衣
三帥
心
に
も
か
な
は
ぬ
れ
を
や
つ
く
す
ら
ん
せ
り
つ
む
野
へ
の
春
の
う
ぐ
ひ
す

此
鶯
〈
而
白
め
つ
ら
し
く
候
へ
と
も
猶
楯
梅
窓
竹
な
と
よ
り

弁
帥

中
務
親
王
三
百
首
和
歌

お
く
山
の
こ
そ
の
し
ら
雪
け
い
か
う
へ
に
す
か
の
ね
し
の
き
鶯
そ
な
く

春

は
甚
ち
か
く
聞
候
に
や

」
（
ニ
オ
）
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三己売六 毛実
一
五 西三三 一

つ

あ
ま
り
の
こ
と
を
申
上
候
雌
其
悼
候
や
か
ぬ
し
ほ
せ
な
と
申
候
事

〈
造
立
た
る
事
に
て
非
美
麗
之
詞
候
欺

井
三
ね
こ
春

、
た
つ
ぬ
ら
ん
た
か
し
る
へ
と
〈
な
け
れ
と
も
梅
か
香
さ
そ
ふ
庭
の
枩
か
せ

井
衣
（
績
古
今
）
｝
へ

詔
け
ふ
も
又
人
の
と
は
て
や
く
れ
な
ゐ
の
こ
そ
め
の
梅
の
花
の
さ
か
り
を

芽
極
榊
袖
に
ほ
ふ
山
路
の
梅
の
花
か
つ
ら
ゆ
ふ
こ
え
か
上
る
春
の
た
ひ
人

榧
三
帥
梅
花
か
を
な
つ
か
し
ゑ
春
の
野
に
す
ミ
れ
も
つ
ま
ぬ
旅
ね
し
て
け
り

井
衣
二
八
マ
マ
Ｖ

～
風
さ
ゆ
る
山
の
か
け
野
の
は
っ
草
の
ば
っ
か
に
こ
そ
の
雪
そ
の
こ
れ
る

井
衣
四

夛
帥
ふ
る
さ
と
の
よ
し
の
上
山
〈
雪
消
て
ひ
と
ひ
も
震
た
皇
ぬ
日
〈
な
し

た
上
こ
れ
ら
躰
に
こ
そ
歌
は
候
へ
き
と
承
候
し
か
尤
珍
重
候

井
衣
四

弐
汁
春
は
ま
た
か
す
み
の
そ
こ
に
成
に
け
り
雲
ゐ
に
象
え
し
か
つ
ら
ぎ
の
山

井
衣尋
を
ち
こ
ち
の
霞
そ
ふ
か
き
煙
た
つ
あ
さ
ま
の
た
け
の
春
の
明
ほ
の

井
衣
四

尋
ふ
き
〈
ら
ふ
嶺
の
あ
ら
し
も
う
と
け
れ
は
霞
そ
遠
き
さ
し
の
上
原

（
巳
上
面
点
珍
重
候
）
耳

武
蔵
野
山
遠
き
心
近
代
満
多
目
候
め
つ
ら
し
け
な
く
存
候

一
一

処
此
嵐
う
と
く
て
野
霞
と
を
き
景
気
浮
眼
候
欺

井
九
三

弁
帥
ひ
れ
ふ
り
し
む
か
し
を
遠
、
、
、
ま
つ
ら
か
た
か
す
象
の
袖
に
春
か
せ
そ
ふ
く

井
二
衣
八
マ
マ
Ｖ
（
往
事
更
浮
眼
候
）

尋
帥
こ
ょ
ろ
あ
る
あ
ま
の
ぃ
そ
ゃ
〈
か
す
か
に
て
霞
に
の
こ
る
松
か
う
ら
し
ま

井
衣
三
（
績
古
今
し
ぼ
か
ま
の
う
ら
の
ひ
か
た
の
明
ほ
の
に
霞
に
の
こ
る
う
ぎ
鴫
の
松
後
鳥
羽
院
御
製
）

蕪
わ
た
つ
海
の
浪
の
千
里
や
か
す
む
ら
ん
や
か
ぬ
し
ほ
せ
に
た
つ
け
ふ
り
か
な

下
句
同
前
候

」
（
三
オ
）

」
（
ニ
ウ
）
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井

三
な
に
か
あ
ら
ぬ
春
も
む
か
し
の
袖
の
上
に
梅
か
上
に
ほ
ふ
ふ
る
さ
と
の
月

（
常
聞
習
躰
候
）

初
句
あ
ま
り
に
め
つ
ら
し
く
や
候
ら
ん

井
衣
三
九
帥

一
西
、
山
の
は
く
そ
こ
と
も
承
え
ぬ
夕
暮
に
か
す
み
を
い
つ
る
春
の
夜
の
月

井
衣
三
（
續
古
今
）

二
五
綱
あ
す
か
風
河
音
ふ
け
て
た
を
や
め
の
袖
に
か
す
め
る
春
の
夜
の
月

（
妖
艶
詞
句
尤
比
西
施
顔
色
欺
殊
幽
玄
候
歎
）

二
世
二
弁
き
上
わ
た
る
な
か
ら
の
橋
の
跡
ふ
り
て
あ
し
ま
に
か
す
む
春
の
よ
の
月

井
九
帥

君
夛
春
の
夜
の
か
す
め
る
袖
を
け
ふ
り
と
て
す
こ
さ
ぬ
あ
ま
を
か
こ
つ
月
か
け

（
真
實
一
一
無
挫
ご
歎
）

第
四
句
先
々
申
上
候
結
構
躰
候
欺

井
衣
四
九

六
二
一
弁
帥
こ
ぎ
ま
す
る
柳
さ
く
ら
も
な
か
り
け
り
に
し
き
の
浦
の
春
の
明
ほ
の

名
浦
各
雛
珍
重
候
花
柳
矢
本
意
候
鍬

衣
四
九

元
邦
帥
い
ひ
し
ら
い
つ
ら
さ
そ
ふ
ら
し
鴫
か
ね
の
い
ま
〈
と
か
へ
る
春
の
あ
け
ほ
の

井
三

二
帥
弁
し
の
坐
め
の
霞
の
こ
ろ
も
き
ぬ
ノ
ー
、
に
わ
か
れ
て
か
へ
る
春
の
か
り
か
ね

続
後
撰
寄
前
大
納
言
基
良

た
ち
わ
か
れ
て
や
か
へ
る
か
り
か
ね
い
く
程
か
く
ら
す
候
欺

井
九

三
～
さ
ほ
姫
の
春
の
衣
の
せ
き
も
ゐ
す
た
つ
や
霞
に
か
へ
る
か
り
か
ね

九
帥
衣

一
二
臥
犬
都
を
〈
す
ミ
う
し
と
て
や
人
や
り
の
道
な
ら
な
く
に
鳫
の
行
ら
ん

言三

す
ミ
れ
も
つ
ま
ぬ
し
ほ
せ
の
時
申
上
候

井
衣
三
九

帥
弁
ひ
る
〈
雪
よ
る
〈
月
そ
と
い
ひ
な
さ
〈
軒
は
の
梅
の
花
や
な
か
ら
ん

（
殊
銘
心
肝
秀
逸
歎
）

雌
其
興
候
非
本
意
候
歎

」
（
三
ウ
）
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巨亘匹’
三三二二

三
七

三
八

三
九

四
つ

四
一

二
二
一
、

’
’
’
一
〆

九
四
弁
（
本
歌
可
調
雲
泥
獣
）

三
一
一
一
帥
松
な
ら
ぬ
柳
か
枝
も
た
ま
つ
け
て
き
な
れ
の
里
に
春
雨
そ
ふ
る

（
此
春
雨
跿
一
一
連
玉
章
候
欺
）

上
句
定
様
候
欺
短
慮
難
軍
候

九
衣
帥

一
茜
弁
三
春
雨
〈
ふ
り
に
け
ら
し
な
と
を
つ
ら
の
あ
と
河
や
な
き
ふ
か
桑
と
り
な
り

是
又
あ
と
か
は
柳
或
人
の
詠
之
時
如
此
事
廃
忘
至

愚
難
箪
之
由
亡
父
申
候
き

衣
三

一
云
ふ
る
さ
と
の
池
の
つ
入
ミ
の
柳
原
さ
す
か
に
春
〈
わ
す
れ
さ
り
け
り

慥
雌
不
覚
悟
候
近
年
見
及
候
お
も
か
け
候
し
や
ら
ん
以
此
等

井
衣
四
う

執
い
ま
そ
ふ
る
若
木
の
桜
花
さ
か
〈
こ
の
春
よ
り
や
人
の
ま
た
れ
ん

一
一

毎
句
花
麗
返
々
か
く
こ
そ
候
た
く
候
へ
珍
重
候
ｊ
、

井
衣
四

劃
二
を
と
は
山
花
さ
き
ぬ
ら
し
相
坂
の
関
の
こ
な
た
に
に
ほ
ふ
春
風

井
衣
（
本
歌
に
似
過
候
歎
古
歌
句
之
在
所
及
三
句
同
所
者
先
達
申
無
念
之
由
候
欺
）

試
一
か
た
に
う
ら
み
や
〈
せ
ん
ち
ら
い
ま
の
花
の
か
さ
そ
ふ
春
の
山
か
せ

井
九
衣

塾
一
さ
く
ら
さ
く
あ
な
し
の
山
の
や
ま
か
つ
ら
檜
原
を
か
け
て
に
ほ
ふ
春
風

井
九卦
一
一
か
け
う
つ
す
み
き
は
の
桜
ち
ら
い
ま
も
花
を
そ
ょ
す
る
池
の
さ
上
な
み

井
弁
九

帥
衣
四
峯
な
ら
て
草
葉
に
か
皇
る
白
雲
や
野
中
の
も
り
の
桜
な
る
ら
ん

（
凡
無
比
類
欺
）

初
五
字
草
葉
の
雲
も
耳
に
た
ち
候
鰍

九
衣
帥

さ
く
ら
色
に
雲
の
こ
ろ
も
入
う
つ
る
ひ
て
霞
の
袖
は
花
の
か
そ
す
る

九
帥
弁
（
積
古
今
近
代
常
事
歎
）

臥
花
さ
か
ぬ
と
き
は
の
山
の
嶺
に
た
に
さ
く
ら
を
ミ
せ
て
か
入
る
白
雲

三
衣
四
返
々
感
難
旦
千
候

週
愚
鮎
之
障
と
存
候

｜

（
四
ウ
）

Ｌ一 一

（
四
オ
）

Ｌ
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九
弁
衣

突
三
帥
あ
は
れ
し
る
心
あ
り
て
や
あ
た
ら
よ
の
月
と
花
と
に
鴫
の
鳴
ら
ん

井
九
帥
（
同
干
信
明
歎
）

男
夛
雪
と
ふ
る
花
を
こ
上
路
の
空
と
ミ
て
し
く
し
く
と
ま
れ
春
の
か
り
金

九
（
再
三
可
握
翫
歎
）

吾
か
へ
る
か
り
霞
の
空
に
ね
を
た
え
て
さ
そ
ふ
嵐
の
花
を
ミ
し
と
や

終
句
つ
よ
く
き
こ
え
候
歎

井
弁
衣

臺
幽
二
い
か
に
せ
ん
あ
ら
し
の
さ
そ
ふ
花
の
山
し
は
し
と
な
か
て
か
へ
る
ｒ
か
ね

井
九
三
帥

三
卦
四
う
か
り
け
る
花
に
い
つ
よ
り
な
れ
そ
め
て
ち
る
春
こ
と
に
物
お
も
ふ
ら
ん

三
井
九
四

三
帆
雷
ち
る
と
ミ
て
さ
ら
に
我
身
の
く
や
し
き
〈
桜
に
そ
め
し
心
な
り
け
り

三
井
（
已
上
四
首
速
珍
重
候
）

琶
鶏
ち
り
ぬ
れ
は
と
ふ
人
も
な
し
山
里
〈
庭
の
さ
く
ら
の
お
し
き
の
ミ
か
〈

九
帥
衣

至
叫
彗
一
と
き
は
な
る
松
に
も
お
な
し
春
風
の
い
か
に
ふ
け
は
か
花
の
ち
る
ら
ん

井
九
帥

昊
詠
弁
と
き
は
な
る
物
に
し
ぁ
ら
ね
ハ
山
桜
ぁ
は
れ
ぁ
な
ぅ
と
ち
る
を
ミ
る
か
な

九
衣
（
両
首
如
代
直
千
金
歎
）

君
す
ゑ
〈
雲
も
と
に
〈
雪
と
ち
る
花
の
を
く
れ
さ
き
た
つ
春
の
山
か
せ

宅突 專圀

井
三
帥
衣

熟
九
と
き
は
木
に
ま
し
り
て
さ
け
る
山
桜
う
つ
る
ふ
色
を
い
つ
な
ら
ひ
け
ん

井
帥
三

九
弁
い
た
つ
ら
に
軒
は
の
さ
く
ら
う
つ
ろ
ひ
ぬ
独
さ
ひ
し
き
な
か
め
せ
し
ま
に

新
古
今
式
子
内
親
王

風
よ
り
さ
き
に
と
ふ
人
も
か
な
と
候
歎

九
三弁
か
さ
す
と
て
お
る
た
に
お
し
き
桜
花
大
宮
人
よ
い
と
ま
な
く
と
も

衣
三
（
已
上
三
首
其
興
過
分
候
歎
）

あ
は
れ
け
に
み
せ
も
き
か
せ
も
花
さ
か
り
人
ま
つ
や
と
の
う
ぐ
ひ
す
の
鑿

初
五
字
不
幽
玄
候
鍬

」
（
五
オ
）
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九
衣

兵
三
あ
か
す
、
、
、
る
人
も
は
か
な
き
あ
た
し
世
に
お
し
ま
れ
ん
と
や
花
の
ち
る
ら
ん

五
九

一
〈
Ｃ

一
〈
一

一
〈
一
一

一
〈
一
一
一

一
〈
四

一
〈
五

一
〈
一
〈天 宅

井
九
三
（
紬
古
今
）
イ
ロ
ィ

菫
（
Ｏ
）
雲
の
ゐ
る
と
を
山
鳥
の
を
そ
さ
く
ら
心
な
か
く
も
の
こ
る
は
る
か
な

一
〈
丸

七
つ

井弐
吉
野
川
い
は
ま
ふ
き
こ
す
春
風
に
お
ら
れ
ぬ
浪
の
花
も
ち
り
け
り

九
帥
衣
（
よ
し
の
河
せ
か
は
や
春
の
や
す
ら
〈
ん
お
ら
れ
ぬ
花
の
狼
の
う
た
か
た
後
鳥
羽
院
御
製
）

三
弁
さ
く
ら
色
の
衣
ふ
き
か
へ
す
春
風
に
夢
と
な
り
行
花
の
お
も
か
け

井
三
（
不
可
説
に
候
歎
）

郭
と
の
も
り
の
心
あ
る
花
の
も
坐
し
き
に
あ
さ
き
よ
め
す
る
庭
の
春
風

井
九
衣
（
不
可
劣
干
本
歌
鍬
）

四
弁
か
き
り
あ
れ
は
日
数
〈
の
こ
る
春
風
に
わ
か
れ
て
い
そ
ぐ
山
さ
く
ら
か
な

井
三
衣

鯲
邦
あ
ら
し
ふ
く
た
か
れ
の
こ
す
ゑ
雲
消
て
花
の
跡
も
る
有
明
の
月

井
九
衣
（
此
風
情
先
に
人
別
雛
詠
於
愚
意
落
葉
可
然
落
花
〈
弥
木
晴
て
月
難
堀
候
鰍
）

尋
さ
き
て
ち
る
っ
ら
さ
も
し
ら
ぬ
わ
た
つ
海
の
浪
の
花
ふ
く
春
の
浦
風

井
衣三
弁
山
ふ
き
く
い
は
て
の
里
の
春
よ
り
や
く
ち
な
し
染
の
花
に
咲
け
ん

九
衣三
あ
す
か
ら
〈
ゆ
き
上
の
人
や
か
さ
す
ら
ん
岡
へ
の
つ
坐
し
い
ま
さ
か
り
な
り

九
衣
三

帥
弁
花
さ
そ
ふ
風
を
た
よ
り
の
し
る
へ
に
て
跡
な
き
か
た
に
春
そ
く
れ
ゆ
く

衣
三弁
帥
う
ぐ
ひ
す
〈
物
う
か
る
ね
に
う
ら
ふ
れ
て
野
上
の
か
た
に
春
そ
く
れ
ゆ
く

井
三
衣

四
九
と
塁
ま
ら
ぬ
事
を
あ
ま
た
に
し
た
へ
と
や
春
の
わ
か
れ
に
か
へ
る
か
り
か
ね

井
衣
（
不
可
劣
本
歌
歎
遅
桜
歎
）

く
れ
か
上
る
け
ふ
〈
や
よ
ひ
の
す
ゑ
の
松
夕
浪
こ
え
て
春
や
ゆ
く
ら
ん

夏
已
上
二
首
故
不
申
子
細

第
四
句
不
優
候
鰍

（
心
詞
尤
被
思
入
歎
）

終
句
近
代
満
耳
目
候

」
（
五
ウ
）

」
（
六
オ
）
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八
四

八
五 二 台尭天老実妄茜三三

△
一

八
二

姿
詞
尤
珍
重
候
但
山
鳥
尾
と
存
候
緒
非
本
意
候

、
空
に
ミ
し
霞
の
衣
は
る
す
ぎ
て
い
ま
く
か
き
ほ
に
さ
ら
す
卯
の
花

、
あ
け
ぬ
と
も
猶
か
け
の
こ
せ
白
妙
の
卯
花
山
の
承
し
か
夜
の
月

井
衣
四
三

沁
翔
帥
ま
ち
わ
ひ
て
こ
ょ
ひ
も
あ
け
ぬ
郭
公
た
か
つ
れ
な
さ
に
音
を
な
ら
ひ
け
ん

九
衣
弁
（
尤
絶
妙
漱
）

鮴
豐
人
な
ら
は
わ
ひ
つ
入
や
ね
ん
時
烏
い
と
坐
ま
た
る
上
夜
半
の
む
ら
さ
め

井
衣
（
勝
千
本
歌
再
三
可
詠
）

三
た
つ
ね
て
も
い
か
坐
ま
ち
ミ
ん
郭
公
は
つ
れ
つ
れ
な
き
三
輪
の
山
本

九
井
帥

三
弁
あ
ふ
坂
の
関
の
と
や
ま
の
ほ
と
奥
き
す
あ
く
る
雲
井
に
初
音
な
く
也

井
衣
三

錨
か
帥
い
と
上
ま
た
夢
て
ふ
物
を
た
の
め
と
や
お
も
ひ
れ
に
な
く
ほ
と
上
き
す
か
な

井
衣
帥
（
是
な
と
大
方
無
子
細
候
）

夛
九
こ
の
比
を
い
つ
と
さ
た
め
て
郭
公
を
の
か
五
月
も
つ
れ
な
か
る
ら
ん

九
弁獄
沁
烏
な
き
て
あ
げ
ゆ
く
夜
半
の
郭
公
な
と
か
八
聲
を
な
ら
〈
さ
り
け
ん

井
三
（
此
二
首
殊
め
つ
ら
し
く
候
）

帥
衣
さ
な
へ
と
る
あ
へ
の
田
面
の
村
雨
に
坂
こ
え
て
な
く
ほ
と
Ｌ
き
す
か
な

さ
か
こ
え
て
あ
へ
の
田
の
も
近
代
ミ
な
れ
た
る
や
う
に
候
へ
と
も

こ
の
郭
公
さ
な
へ
も
お
も
し
ろ
く
と
り
な
さ
れ
て
候
に
や

九
衣。
耐
あ
れ
〈
つ
る
あ
す
か
の
里
の
郭
公
宮
こ
を
と
を
ミ
ね
を
や
な
く
ら
ん

井
九
衣

弁
三
帥
た
ち
は
な
の
陰
な
き
山
の
ほ
と
上
き
す
や
と
か
り
か
ね
て
音
を
や
鳴
ら
ん

ち

第
二
句
又
結
構
の
心
・
仕
候
て
障
と
存
候

井
弁詞
鮒
し
ほ
た
る
壁
ね
を
や
な
く
ら
ん
郭
公
と
〈
た
の
浦
の
五
月
雨
の
比

衣
弁三
う
ら
人
の
と
る
や
さ
な
へ
も
た
ゆ
む
ら
ん
ひ
ち
き
の
な
た
の
五
月
雨
の
比

」
全
ハ
ウ
）
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空空
ハ
ー
ハ

八
九

九
（
｝

井
衣
弁
（
新
千
載
）

老
い
一
一
露
に
た
に
糸
か
さ
と
い
ひ
し
宮
き
の
‐
些
木
の
し
た
く
ら
き
五
月
雨
の
比

八
一
〈奎

井
衣
弁

臥
一
師
ほ
に
い
て
い
ま
の
典
入
江
の
し
の
す
上
き
か
れ
て
浪
こ
す
五
月
雨
の
比

九
衣
ら
く

臥
し
ほ
の
ミ
つ
入
江
の
松
の
木
の
ま
ょ
り
ゑ
え
て
す
ぐ
な
き
象
し
か
夜
の
月

九
弁帥
む
ら
雲
の
う
つ
れ
は
か
く
る
な
か
め
か
な
夕
立
し
つ
る
山
の
は
の
月

是
〈
さ
せ
る
難
に
て
〈
候
〈
ね
と
も
事
次
に
申
上
候
あ
は
れ
は

あ
は
れ
な
る
こ
と
な
か
め
〈
な
か
む
る
事
に
詠
へ
し
あ
ば
れ
と
い
ふ

物
な
か
め
と
い
ふ
物
別
に
あ
る
様
に
其
躰
〈
不
可
詠
之
由

亡
父
ま
さ
し
く
申
候
き
又
第
四
句
も
つ
よ
く
き
こ
え
候
に
や

井
衣尋
い
っ
く
に
か
宿
を
も
か
ら
ん
あ
り
ま
山
い
な
の
上
原
の
夕
た
ち
の
空

九
帥三
せ
は
く
と
も
わ
ら
や
の
軒
に
立
よ
ら
ん
夕
立
む
か
ふ
あ
ふ
坂
の
関

初
第
四
句
不
幽
玄
之
躰
候
歎

井
衣帥
つ
ま
木
と
る
し
つ
は
た
を
ひ
の
夕
す
坐
ミ
か
た
ふ
き
か
ふ
る
谷
の
し
た
か
せ

九
帥
弁

夛
水
ま
さ
る
に
ふ
の
河
瀬
の
五
月
雨
に
杣
人
し
ら
ぬ
ま
き
な
か
る
め
ｈ

（
風
情
面
白
候
之
上
争
可
出
来
候
乎
）

是
も
妖
艶
の
す
か
た
に
て
〈
候
〈
ね
と
も
け
に
も
さ
そ
候
覧

第
二
句
い
と
み
な
れ
て
も
お
ぼ
え
候
〈
す
名
所
か
ら
不
幽
玄

殊
勝
珍
重
候

と
お
ほ
え
候

之
界
候
覧

一
、
一
ユ
ー
／

」
〔
非
Ｌ
オ
』

」
（
セ
ウ
）
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井
衣
弁

朶
帥
三
夏
草
の
し
け
ミ
か
し
た
の
わ
す
れ
水
た
え
ノ
ー
承
え
て
ゆ
く
ほ
た
る
か
な

慥
雌
不
覚
悟
候
上
下
句
近
年
多
見
候
心
地
仕
候

九
衣
三
の

老
鋤
邦
た
え
ノ
Ｉ
、
に
影
を
は
み
せ
て
あ
す
か
井
に
み
ま
草
か
く
れ
と
ふ
ほ
た
る
か
な

井
衣
三
之

共
帥
九
か
け
ろ
ふ
の
い
は
か
き
ふ
ち
の
草
か
く
れ
あ
る
か
な
き
か
に
飛
ほ
た
る
か
な

上
句
不
優
候
歎

井
三

発
帥
夏
ふ
か
き
さ
〈
の
ほ
た
る
も
象
た
れ
あ
し
の
一
夜
ふ
た
よ
に
秋
や
き
ぬ
ら
ん

此
十
二
字
ナ
シ

／
（
蛍
火
乱
飛
賓
秋
氣
近
殊
勝
候
欺
）

弁
三
帥
九

一
ｇ
掛
四
ミ
な
か
ミ
に
た
れ
か
象
そ
き
を
し
か
ま
川
海
に
い
て
た
る
あ
さ
の
ゅ
ふ
し
て

（
非
言
語
所
及
歎
）

此
餅
磨
河
近
年
多
人
詠
候
此
あ
さ
の
ゆ
ふ
し
て
海
に

い
て
生
水
上
の
象
そ
き
を
し
る
心
殊
珍
重
お
な
し
事
も
か
く
〈

な
と
仕
候
は
い
や
ら
ん
存
候

九
四

鄙
。
等

六
五

井
九
衣

臥
一
弄
う
ち
な
ひ
く
野
嶋
か
さ
き
の
夏
草
に
夕
浪
か
け
て
う
ら
か
せ
そ
吹

九
帥
三

衣
身
を
秋
の
し
つ
か
山
路
に
入
も
せ
ん
こ
上
〈
な
つ
の
坐
し
け
き
世
中

（
尤
驚
目
候
欺
）

故
不
申
是
非

綏
旗
帯
と
か
き
て
候

妻
木
こ
る
し
つ
も
帯
は
定
候
覧
旗
ハ
い
か
Ｌ
候
覧
と
存
候

如
此
事
不
知
子
細
候
俊
頼
朝
臣
し
つ
〈
た
帯
の
か
た
む
す
ひ
と

詠
候
に
も
若
し
つ
か
は
た
に
つ
き
た
る
帯
候
歎
万
葉
集
に
も

｜」

（
八
オ
）
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井
九
帥

一
三
襲
三
こ
の
ね
ぬ
る
ぁ
さ
露
か
け
て
玉
た
れ
の
こ
す
の
大
野
に
秋
く
ぎ
に
け
り

（
詞
の
よ
せ
殊
ふ
と
こ
ろ
お
ほ
く
候
歎
）

こ
と
か
ら
た
く
象
に
目
出
候
へ
と
も
猶
障
と
存
候

九
衣
帥

一
三
、
け
さ
、
、
、
れ
は
露
そ
ひ
ま
な
き
あ
し
の
や
の
こ
や
の
一
夜
に
秋
や
き
ぬ
ら
ん

井

三
一
～
ミ
な
と
か
せ
す
坐
し
く
な
り
ぬ
水
く
き
の
岡
の
あ
さ
け
に
秋
や
き
ぬ
ら
ん

井
九
帥

一
ｓ
夛
衣
さ
ひ
し
さ
く
さ
ら
て
も
た
え
ぬ
山
里
に
い
か
に
せ
ょ
と
か
秋
の
き
ぬ
ら
ん

井
九
帥

一
三
尋
衣
い
ま
よ
り
の
ぁ
は
れ
を
い
か
に
し
の
は
ま
し
外
山
の
庵
の
秋
の
は
っ
か
せ

井
衣
三

一
実
執
鮒
う
た
上
ね
の
床
の
秋
か
せ
ふ
き
そ
め
て
ま
た
ひ
と
へ
な
る
袖
そ
露
け
き

井
衣

一
宅
尋
ふ
け
行
は
月
さ
へ
い
り
ぬ
天
河
浅
瀬
し
ら
な
ミ
さ
そ
た
と
る
ら
ん

井
衣
（
以
外
や
す
ら
か
に
ゆ
堅
し
く
候
歎
）

一
只
珊
汀
た
か
世
よ
り
身
に
し
む
色
と
成
ぬ
ら
ん
秋
の
夕
の
お
き
の
う
は
か
せ

一
実
～
と
け
そ
む
る
千
草
の
花
の
下
ひ
も
に
む
す
ひ
か
へ
た
る
秋
の
し
ら
露

九
三

一
己
、
と
へ
か
な
し
な
ま
か
き
の
萩
の
花
盛
あ
さ
を
く
露
の
消
や
ら
い
ま
を

井
三

三
識
名
に
め
て
皇
お
る
人
も
な
し
女
郎
花
と
は
れ
ぬ
庭
の
秋
の
ゆ
ふ
く
れ

へ
注
１
〉

心
詞
毎
句
珍
重
返
々
難
有
躰
候
歎

九
弁

一
三
、
ふ
る
さ
と
の
み
か
き
か
原
の
藤
は
か
ま
た
か
ぬ
き
か
け
し
匂
ひ
な
る
ら
ん

九
三

一
三
弁
衣
涙
に
〈
秋
の
ゆ
ふ
へ
〈
つ
け
な
く
に
あ
は
れ
し
ら
す
る
袖
の
露
か
な

井
衣
三
（
尤
感
涙
得
便
宜
候
歎
）

一
西
弁
帥
草
も
木
も
露
そ
こ
ほ
る
上
大
か
た
の
秋
の
あ
は
れ
や
涙
な
る
ら
む

九
弁

二
五
衣
三
わ
か
身
い
か
に
秋
の
な
ら
ひ
の
涙
に
も
こ
と
は
り
過
て
ぬ
る
呉
袖
か
な

秋

｜」

（
八
ウ
）
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（
殊
以
老
涙
不
堪
歎
）

初
句
す
こ
し
耳
に
た
ち
候
欺

九
弁

三
〈
三
秋
は
き
の
花
の
ま
か
き
の
あ
れ
し
よ
り
お
な
し
野
原
と
鹿
や
鳴
ら
ん

井
衣

一
毛
九
つ
き
草
の
花
田
の
を
ひ
の
ゆ
ふ
は
山
絶
ぬ
る
妻
を
鹿
や
恋
ら
ん

色
こ
と

無
何
色
こ
と
面
白
珍
重
に
候
へ
と
も
老
心
飢
て
不
心
得
候

九
井

一
六
衣
三
秋
霧
の
ふ
か
き
翠
山
に
た
つ
鹿
も
お
も
ひ
つ
き
せ
ぬ
音
を
や
鳴
ら
ん

井
（
已
上
三
首
鹿
短
臘
難
弁
欺
）
そ

一
元
お
ほ
か
た
に
秋
〈
か
な
し
き
風
の
音
も
夕
は
わ
き
て
袖
は
ぬ
れ
け
る

一
一

第
四
句
又
不
覚
悟
候
近
代
定
多
候
欺

九
井
衣

三
つ
三
帥
か
り
ほ
さ
す
し
つ
き
の
田
井
に
露
ち
り
て
を
花
吹
し
く
秋
の
夕
風

（
是
叉
美
然
歎
）

此
田
井
も
疎
遠
候
之
間
不
能
申
是
非
候

井
三

三
か
り
に
た
に
問
人
も
な
き
深
草
の
野
へ
を
は
か
れ
す
秋
風
そ
ふ
く

衣
帥

三
一
井
三
色
か
く
る
野
へ
よ
り
も
な
を
さ
ひ
し
き
〈
朽
木
の
杣
の
秋
の
夕
く
れ

寂
蓮
法
師
研
釧
柳
蝿
鍬
叶
輌
な
唯
玖
蛾
味
秘
吠
唖
ｆ
朽
木
の
杣
の
秋
の
夕
く
れ
）

さ
ひ
し
さ
く
そ
の
色
と
し
も
な
か
り
け
り
槙
た
つ
山
の
秋
の

夕
暮
と
仕
て
候
同
躰
候
欺

九
帥
衣

一
三
三
弁
遠
さ
か
る
あ
ま
の
を
舟
も
あ
は
れ
な
り
ゆ
ら
の
ミ
な
と
の
秋
の
夕
暮

衣
四
（
第
一
傷
心
性
秀
逸
鰍
）
も
な

三
四
三
お
り
ノ
ー
の
な
か
め
〈
す
れ
と
．
さ
ひ
し
さ
の
こ
と
に
も
あ
る
か
．
秋
の
夕
く
れ

九
衣

一
三
帥
よ
し
や
た
入
お
も
ひ
も
い
れ
し
こ
れ
も
又
つ
も
れ
ば
老
の
秋
の
ゆ
ふ
く
れ

１
１
１
１
是
因

九
弁

（
業
平
風
情
尤
。
同
准
歎
）

三
〈
帥
雲
ま
て
も
あ
は
れ
に
た
へ
ぬ
け
し
き
か
な
秋
の
ゆ
ふ
へ
の
む
ら
雨
の
空

」
（
九
ウ
）

（
九
オ
）
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井
衣

一
毛
弁
は
つ
雁
も
な
き
て
き
に
け
り
う
き
こ
と
を
お
も
ひ
つ
ら
ぬ
る
秋
の
夕
暮

九
衣
（
本
歌
似
過
献
）

三
八
三
秋
風
に
草
葉
色
つ
く
か
た
岡
の
む
か
へ
の
嶺
に
鴫
〈
き
に
け
り

九
帥
衣
（
高
増
神
妙
一
一
恩
欺
）

三
九
弁
三
外
山
な
る
ま
木
の
葉
そ
よ
ぐ
夕
暮
に
初
鳫
な
き
て
秋
風
そ
ふ
く

（
此
ま
木
の
葉
〈
伝
柿
本
之
迩
柱
歎
）

三
つ
弐
あ
ら
ち
山
か
り
か
ね
さ
む
み
や
た
の
上
に
あ
さ
ち
色
つ
く
秋
か
せ
そ
ふ
く

九
帥

三
一
尋
は
っ
鴫
の
嶺
と
ひ
こ
ゅ
る
ぉ
ほ
ひ
は
に
霜
を
き
ぁ
ま
る
秋
の
よ
の
月

八
注
２
Ｖ

高
如
ロ
ロ
左
右
欺

昔
建
保
の
比
こ
の
お
ほ
ひ
ハ
上
よ
ミ
た
る
人
候
し
か
は
お
そ
る

し
と
い
ふ
事
に
て
候
し
か
と
も
こ
の
比
ハ
さ
な
ら
ぬ
事
も

お
ほ
く
候
う
へ
是
〈
面
影
あ
ま
り
て
面
白
み
え
候
に
や

井
衣
弁

三
一
帥
三
し
ら
雲
の
跡
な
き
嶺
に
出
に
け
り
月
の
御
舟
も
風
を
た
よ
り
に

に
の
字
あ
ま
た
指
合
候
歎
小
野

花
の
色
〈
う
つ
り
に
け
り
な
い
た
つ
ら
に
我
身
世
に
ふ
る
な
か

め
せ
し
ま
に
是
〈
秀
逸
候
へ
は
何
事
歎

九
衣

一
三
弁
あ
ま
の
河
月
の
御
舟
の
の
ほ
り
せ
に
み
か
く
は
か
り
や
わ
た
す
棚
は
し

の
ほ
り
瀬
大
井
河
よ
り
も
や
さ
し
か
ら
す
や
候
覧
か
様
事

一
旦
〈
お
も
し
ろ
く
候
へ
と
も
誠
し
き
事
に
く
い
か
上
と
存
候

衣
四
（
新
後
撰
）

三
四
封
二
雲
〈
ら
ふ
夕
風
わ
た
る
さ
上
の
葉
の
深
山
さ
や
か
に
い
つ
る
月
か
げ

申
候
き

是
も
次
に
申
上
候
氣
色
を
い
ふ
詞
強
不
可
好
詠
之
由
亡
夫

」
（
一
○
オ
）

ハハハ
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四十八山岸文庫蔵「宗尊親王三百首」

一
四
四

一
四
五

九
衣
四
川
イ

ー
呂
弁
帥
い
は
た
か
き
し
ほ
た
の
海
に
舟
う
け
て
さ
し
の
ほ
り
た
る
月
を
、
、
、
る
か
な

（
無
物
に
収
嶮
欺
）
ハ

是
も
詞
つ
き
ち
か
ら
あ
る
さ
ま
に
・
候
鰍

九
衣
三

酉
帥
弁
舟
出
す
る
あ
か
し
の
と
な
ミ
霧
晴
て
し
ま
か
く
れ
な
き
月
を
ミ
る
か
な

衣
帥

酉
一
弁
三
舟
出
し
て
い
ま
こ
そ
ミ
つ
れ
た
ま
の
浦
の
は
な
れ
小
嶋
の
秋
の
よ
の
月

三
帥

一
豐
弁
鳫
の
く
る
し
ほ
ち
の
末
を
ゑ
わ
た
さ
せ
は
月
に
よ
こ
き
る
あ
ま
の
釣
舟

九
衣

一
昊
削
津
の
国
の
い
く
田
の
森
に
人
は
こ
て
月
に
こ
と
上
ふ
夜
半
の
秋
か
せ

井
九
衣

三
九
帥
三
弁
山
鳥
の
を
た
え
の
橋
に
か
些
桑
か
け
な
か
き
よ
渡
る
秋
の
月
か
け

（
四
首
月
興
多
得
風
骨
）

山
鳥
の
緒
の
事
已
前
に
申
上
候
了
是
又
姿
詞
た
く
承

九
衣

二
毛
三
弁

一
三
五

一
一
二
一
〈

井
九
衣
三
九
衣

九
衣
～三
帥

令
八

た
入
か
や
う
に
や
す
ら
か
に
う
つ
く
し
う
こ
そ
あ
り
た
く
存
候
へ

り

一
本
の
松
は
く
も
り
も
な
か
り
け
る
み
の
上
を
山
の
秋
の
夜
の
月

一
一

う
つ
ら
な
く
野
へ
の
あ
さ
ち
の
露
の
上
に
床
を
な
ら
へ
て
月
そ
や
と
れ
る

第
四
句
も
と
め
た
る
様
に
や
候
覧
猶
障
と
存
候

八
注
３
Ｖ

中
／
、
に
木
の
は
か
く
れ
も
あ
は
れ
な
り
秋
の
け
し
き
の
杜
の
月
か
け

さ
生
浪
や
し
か
つ
の
う
ら
〈
あ
れ
は
て
坐
ひ
と
り
や
月
の
宮
木
も
る
ら
ん

（
湖
上
景
氣
招
高
躰
献
）

い
と
ま
な
き
な
た
の
あ
ま
人
秋
の
よ
〈
や
す
く
も
ね
す
て
月
を
ぷ
る
か
な

候
歎

是
叉
障
候
歎

已
上
三
艘
又
障
候
欧

つ
一
オ
）

一」
」
（
一
○
ウ
）
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（
拝
見
更
不
可
飽
歎
）

第
四
句
や
す
ら
か
な
ら
す
候
歎

井
九

勇
尋
い
つ
ま
て
か
た
つ
る
煙
を
ぅ
ら
ミ
け
ん
あ
る
坐
し
ほ
ゃ
の
秋
の
よ
の
月

井
九
衣
四

一
珸
昴
弁
う
ら
§
つ
る
煙
も
う
す
く
成
に
け
り
あ
ま
の
と
ま
ゃ
の
明
か
た
の
月

衣
弁
（
此
両
首
為
月
厭
炳
之
興
誰
相
似
塩
屋
下
句
猶
可
勝
歎
）

一
貝
さ
そ
な
う
き
す
ま
の
関
守
な
の
ミ
し
て
と
上
め
い
月
の
有
明
の
そ
ら

九
弁

一
男
州
有
明
の
つ
れ
な
き
嶺
に
す
む
鹿
も
月
に
わ
か
れ
の
ね
を
や
鳴
ら
ん

九
帥
衣
（
殊
銘
心
肝
畝
）
の

一
吾
三
弁
う
き
雲
を
と
を
山
・
す
そ
に
分
過
て
嶺
に
わ
か
る
上
秋
の
む
ら
雨

（
拭
涙
断
腸
之
一
篇
獄
）

景
氣
面
白
み
え
候
へ
と
も
其
情
不
分
明
候
之
間
暫
巻
過
候

九
三

三
識
わ
れ
か
ら
の
袖
と
や
あ
ま
も
し
ぼ
る
ら
ん
た
ま
も
か
る
浦
の
秋
の
村
雨

三
衣
是
又
面
白
歎

一
三
帥
弁
八
重
と
つ
る
む
く
ら
の
門
を
ふ
き
あ
け
て
野
分
そ
宿
の
道
〈
桑
せ
け
る

井
三
衣
四

一
三
執
刈
帥
露
む
す
ふ
田
つ
ら
の
庵
の
月
か
け
に
を
し
ね
色
つ
く
秋
風
そ
ふ
く

九
三
（
秋
月
秋
風
有
興
有
感
歎
）

一
岳
帥
い
か
は
か
り
夜
さ
む
な
る
ら
ん
ふ
る
さ
と
に
ひ
と
り
あ
る
人
の
袖
の
秋
風

續
後
撰
歌
夜
風
を
さ
む
ミ
ふ
る
里
に
独
あ
る
人
や
衣
う
つ
ら
ん
と
候
歎

井
九

一
芸
計
い
つ
ミ
河
か
は
風
さ
む
し
今
よ
り
や
く
に
の
都
は
こ
ろ
も
う
つ
ら
ん

井
（
讃
古
今
）

一
癸
狐
ま
萩
ち
る
遠
さ
と
を
の
上
秋
風
に
花
す
り
衣
い
ま
や
う
つ
ら
ん

三
帥
（
已
上
三
首
と
り
ｊ
、
敵
）

一
毛
弁
家
ゐ
し
て
た
か
す
む
な
ら
し
玉
嶋
の
こ
の
河
か
ミ
に
衣
う
つ
聲

三
帥
川
イ
し
な
り
イ

一
天
衣
夜
半
に
ふ
く
浦
風
さ
む
ミ
あ
ら
き
田
の
具
さ
か
の
里
〈
衣
う
つ
ら
ん
｛
、

ヘ
ー

第
三
句
不
優
候

已
上
二
首
障
と
存
候

／ヘ

ウ
、ン
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四十八山岸文庫蔵『宗尊親王三百首』

三
弁

一
尭
軌
た
っ
た
山
し
く
れ
ぬ
さ
き
の
秋
風
に
先
う
つ
る
ふ
く
こ
上
ろ
也
け
り

衣

一
さ
を
は
つ
せ
の
山
の
木
の
葉
や
染
つ
ら
ん
伏
見
の
里
に
時
雨
ふ
る
也

呈
｛

井
九

一
三
弐
時
雨
つ
る
も
み
ち
の
山
〈
雲
は
れ
て
夕
日
う
つ
る
ふ
嶺
の
秋
か
せ

九
三
衣

一
杢
帥
弁
ミ
な
ふ
ち
の
ほ
そ
河
山
そ
し
く
る
め
る
ま
弓
の
紅
葉
い
ま
さ
か
り
か
も

山
名
や
さ
し
か
ら
す
候
に
や

井
三
九

三
鞘
も
の
▲
ふ
の
や
し
ほ
に
ゑ
ゅ
る
紅
葉
は
や
ま
弓
の
岡
の
梢
な
る
ら
ん

九
帥
三
（
還
以
雌
念
不
能
子
細
候
）

一
茜
謡
な
く
鹿
の
聾
き
く
時
の
山
さ
と
を
も
桑
ち
ふ
ミ
分
と
ふ
人
も
か
な

九
弁
（
續
古
今
本
歌
の
お
も
か
け
殊
以
無
術
候
）

一
壹
臥
露
ふ
か
き
を
花
か
も
と
の
き
り
ノ
ー
す
さ
て
お
も
ひ
あ
る
ね
を
ゃ
鳴
ら
ん

衣
四

一
棗
口
な
か
き
夜
の
た
け
た
の
原
の
き
り
ｊ
、
す
う
き
ふ
し
し
け
き
れ
を
や
鳴
ら
ん

弁

壱
韮
衣
ま
く
す
原
ま
た
霜
を
か
い
秋
風
に
ま
つ
ぅ
ら
か
る
上
松
虫
の
聲

一
天
Ⅵ
た
れ
も
又
く
れ
ゆ
く
秋
〈
か
な
し
き
に
を
の
れ
ひ
と
り
と
虫
の
鳴
ら
ん

九
衣
三
（
已
上
四
首
殊
絶
妙
之
詞
花
獄
）

一
究
、
暮
て
ゆ
く
秋
〈
と
ま
ら
ぬ
夕
風
に
か
へ
り
や
す
き
く
野
へ
の
く
す
原

弁
井
（
此
下
句
秀
逸
之
至
極
欺
）

一
ざ
卦
二
久
か
た
の
あ
ま
の
岩
戸
の
関
路
に
も
と
ま
ら
て
秋
の
け
ふ
や
ゆ
く
ら
ん

（
此
関
之
群
秋
川
比
嘔
好
忠
初
秋
献
）

い
は
と
の
関
も
新
勅
撰
以
後
満
耳
目
候
但
猶
珍
重
候

一
七
一

一
壱
二

一
七
三

九
弁
三

期
と
き
は
今
〈
冬
に
な
り
い
と
し
く
る
め
り
遠
き
山
辺
に
雲
の
か
呉
れ
る

三
帥
井

鶉
四
秋
の
色
を
木
に
も
草
に
も
染
は
て
上
竹
の
葉
そ
よ
き
ふ
る
時
雨
か
な

九
弁塾
一
も
し
ぼ
や
く
煙
を
雲
の
た
よ
り
に
て
時
雨
を
い
そ
ぐ
す
ま
の
う
ら
風

冬

」
（
一
一
〒
オ
）

」
（
一
二
ウ
）
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一
七
一
〈

一
七
七

一
七
八

一
七
九

一
八
つ

一
七
四

一
七
五

一
八
一

一
八
二

一
八
一
二

一
八
四

一
八
五

衣
弁

一
会
帥
ふ
る
さ
と
の
か
ハ
ら
の
千
と
り
う
ら
ふ
れ
て
さ
ほ
風
さ
む
し
有
明
の
月

九
弁
三

一
老
弧
さ
か
木
と
る
大
宮
人
の
袖
の
上
に
八
た
ち
霜
を
く
有
明
の
月

（
さ
か
木
と
る
や
そ
う
ち
人
の
袖
の
う
へ
に
神
代
を
か
け
て
の
こ
る
月
か
け
土
御
門
院
御
製
）

九
弁
端
雪
一
一
う
き
雲
〈
は
れ
ぬ
る
跡
の
月
か
け
に
し
く
れ
の
こ
れ
る
嶺
の
松
か
せ

井
衣
四
（
續
古
今
已
上
四
首
尤
宜
敷
）

誰
弁
し
く
る
へ
き
氣
し
き
を
み
す
る
山
風
に
先
さ
き
立
て
ふ
る
木
葉
か
な

衣
三、
つ
も
り
て
〈
ふ
ち
と
や
な
ら
ん
ミ
な
の
河
あ
ら
し
に
お
つ
る
嶺
の
紅
葉
奥

九
三獄
さ
そ
ひ
ゆ
く
木
の
は
を
や
か
て
せ
き
と
め
て
こ
ほ
り
そ
め
ぬ
る
谷
河
の
水

九
帥鏑
き
く
の
さ
く
ま
か
き
や
山
と
み
え
つ
ら
ん
暮
に
し
秋
の
色
の
や
と
れ
る

井
衣
四
（
更
以
無
敵
對
歎
）

弁
帥
三
さ
ひ
し
さ
ハ
身
に
そ
ふ
物
と
成
に
け
り
秋
よ
り
後
の
夕
く
れ
の
空

九
弁
帥

衣
三
こ
れ
も
又
タ
ハ
ま
た
し
あ
さ
か
ほ
の
枯
葉
の
う
へ
に
を
け
る
あ
さ
霜

臥
日
か
け
さ
す
か
れ
の
入
ま
く
す
霜
と
け
て
過
に
し
秋
に
か
へ
る
露
か
な

衣
四
弁

（
如
法
秀
逸
也
下
句
な
と
争
如
此
可
候
哉
）

喫
三
霜
こ
ほ
る
あ
し
ま
の
月
の
さ
ゆ
る
よ
に
聲
う
ら
か
れ
て
千
烏
鳴
な
り

弁
帥

有
景
氣
欺

睦
二
こ
ま
山
の
あ
ら
し
や
さ
む
き
い
つ
ミ
河
わ
た
り
を
と
を
ミ
千
鳥
な
く
也

井
弁九
衣
あ
へ
の
鴫
い
は
う
つ
浪
の
よ
る
さ
え
て
す
む
と
も
き
か
ぬ
千
鳥
鳴
也

九
帥
衣

三
弁
む
ろ
の
浦
の
し
ほ
ひ
の
か
た
の
さ
夜
千
鳥
な
き
鴫
か
け
て
せ
と
渡
る
也

衣
三
こ
れ
も
又
タ
ハ
ま
た
し
あ

已
上
二
首
珊
存
旨
候

井
三
九
帥

（
上
手
之
所
為
顕
然
候
歎
）

氣
し
き
已
前
に
申
上
候

（
己
上
両
首
存
古
躰
歎
）

河
原
千
鳥
無
念
候
數

已
上
三
首
障
と
存
候

」
（
一
三
オ
）
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三
帥

一
公
飛
わ
き
も
こ
か
袖
に
糸
た
る
上
玉
か
つ
ら
夕
風
さ
え
て
あ
ら
れ
ふ
る
也

九
帥
井

亮
詠
弁
雪
〈
た
か
こ
と
の
葉
な
れ
は
ふ
る
ま
上
に
た
の
め
ぬ
人
の
猶
ま
た
る
ら
ん

九
井
衣
弁
（
此
風
情
凡
夫
不
思
寄
歎
）

一
き
～
ひ
ま
さ
む
き
い
ほ
の
さ
上
か
き
う
つ
も
れ
て
一
夜
の
程
に
雪
そ
つ
も
れ
る

九
弁
三
衣

元
一
、
さ
ら
て
た
に
さ
ひ
し
く
ゑ
え
し
一
本
の
な
る
を
の
松
に
雪
ふ
り
に
け
り

（
見
一
本
松
葉
動
万
歳
之
蕊
思
歎
）

九
井
衣

一
空
帥
三
弁
浪
か
く
る
む
こ
の
う
ら
風
音
さ
え
て
あ
は
し
ま
し
ろ
く
雪
そ
つ
も
れ
る

し
ろ
き
と
申
候
詞
又
亡
夫
申
旨
候
き

九
衣

完
二
一
弄
ふ
き
お
ろ
す
あ
そ
山
あ
ら
し
け
さ
冴
て
冬
野
を
ひ
ろ
ミ
雪
そ
つ
も
れ
る

九
井

一
茜
三
弁
白
雪
の
と
こ
し
く
嶺
の
こ
け
む
し
ろ
ミ
と
り
〈
冬
や
色
か
は
る
ら
ん

三
弁
（
已
上
三
首
水
陸
之
雪
多
見
所
鰍
）

一
芸
よ
も
す
か
ら
此
い
ち
し
は
を
お
り
た
き
て
雪
に
そ
あ
か
す
大
原
の
さ
と

井
九
三
（
風
情
尤
深
候
）

一
突
帥
弁
花
と
ミ
る
こ
松
か
う
れ
の
白
雪
を
日
影
や
さ
そ
ふ
あ
ら
し
な
る
ら
む

已
上
四
首
陣
と
存
候
て
罷
過
候

井
衣

一
毛
コ
禿
ま
き
の
屋
に
つ
も
れ
る
雪
や
と
け
ぬ
ら
ん
雨
に
し
ら
れ
ぬ
軒
の
玉
水

井
衣
三

一
夫
荊
如
ま
た
さ
か
ぬ
冬
木
の
梅
の
花
の
枝
に
か
つ
色
み
え
て
つ
も
る
し
ら
雪

九

一
究
弐
雪
の
中
に
炭
や
く
山
や
ふ
し
の
ね
に
立
も
か
く
ら
ぬ
烟
な
る
ら
ん

井
九
衣

二
ｓ
四
三
帥
か
す
桑
よ
り
霜
夜
に
月
を
な
か
め
き
て
つ
も
れ
る
老
と
く
る
上
と
し
か
な

（
已
上
両
首
尤
可
然
欺
）

九
衣
三

一
一
三
弁
帥
き
の
ふ
承
し
人
の
心
に
か
坐
る
か
な
こ
れ
や
お
も
ひ
の
は
し
め
な
る
ら
ん

上
句
あ
ま
り
に
た
上
詞
に
て
や
候
覧

燕

」
（
一
三
ウ
）

」
（
一
四
オ
）
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井
三
衣

三
五
鮴
邦
下
も
え
に
た
え
ぬ
煙
の
末
よ
り
や
慧
す
て
ふ
名
の
空
に
立
ら
ん

三三三
四三三二二

一一｡ロつつつ
一ロブしノ､一上プマ五

二
つ
二

二
空
一

二
つ
四

九
衣臥
こ
ひ
そ
む
る
か
ら
あ
ひ
の
き
ぬ
の
色
に
出
て
ふ
か
き
心
を
し
ら
せ
て
し
か
な

井
衣弐
く
れ
な
ゐ
の
は
つ
花
そ
め
の
し
た
衣
人
こ
そ
し
ら
れ
ふ
か
き
心
を

九
衣
四

三
弁
帥
中
ノ
ー
に
よ
そ
に
も
象
し
と
お
も
ふ
こ
そ
人
め
を
し
の
ふ
あ
ま
り
也
け
り

是
又
上
句
う
ち
と
け
て
や
候
覧

井
衣
三
九
弁
帥

～
し
の
ふ
山
心
の
お
く
に
た
つ
雲
の
は
れ
ぬ
お
も
ひ
は
し
る
人
も
な
し

井
弁
衣
三
九
帥

、
人
し
れ
ぬ
し
の
ふ
の
山
に
な
く
鹿
も
ね
に
た
て
上
こ
そ
妻
を
こ
ふ
ら
め

九
衣
三
弁

、
ほ
の
か
に
も
ミ
て
を
燕
は
や
し
の
す
坐
き
相
坂
山
の
名
は
し
ら
す
と
も

井
九
衣
（
与
後
撰
丞
相
勝
劣
如
何
）

尋
お
も
ふ
と
も
い
は
て
の
杜
の
ミ
し
め
縄
く
る
し
ゃ
な
に
と
し
の
ひ
そ
め
け
ん

井
九
三
帥

衣
四
弁
う
ち
も
れ
す
し
の
ふ
心
の
あ
ら
は
れ
は
し
ら
れ
ま
く
ら
を
猶
や
か
こ
た
ん

九
井
帥

卦
こ
し
た
も
え
の
あ
ま
の
た
く
も
の
夕
煙
す
ゑ
こ
そ
し
ら
れ
心
ょ
は
さ
を

衣
三
（
已
上
両
首
興
味
争
定
文
又
論
實
方
歎
）

帥
物
お
も
ふ
み
し
ま
か
く
れ
を
ゆ
く
舟
の
ほ
に
こ
そ
み
え
ね
浦
風
そ
ふ
く

新
勅
撰
行
能
卿

か
す
な
ら
い
ぶ
し
ま
か
く
れ
に
こ
く
舟
と
詠
候
歎

井
三
九
弁

衣
四
と
に
か
く
に
こ
か
れ
て
物
を
お
も
ふ
か
な
し
ほ
や
く
浦
の
あ
ま
の
釣
舟

井
九三
衣
こ
と
入
〈
ん
し
ほ
や
の
里
に
す
む
海
人
の
わ
か
こ
と
か
ら
き
物
や
お
も
ふ
と

三
帥衣
消
か
へ
り
く
ゆ
る
お
も
ひ
に
な
か
ら
へ
て
は
て
〈
け
ふ
り
の
夕
暮
そ
う
き

故
存
旨
候

」
（
一
四
ウ
）
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井
衣
三

一
三
〈
糾
弁
人
し
れ
す
こ
ゃ
に
た
く
火
の
下
煙
い
か
な
る
ひ
ま
に
う
き
名
た
つ
ら
ん

衣
三
（
両
首
下
句
相
叶
上
句
尤
可
賞
歎
）

一
毛
鋤
弁
ま
た
あ
は
い
つ
ら
さ
も
か
な
し
人
の
身
を
な
ら
〈
し
物
と
た
れ
か
い
ひ
け
ん

井
弁
三

三
八
、
い
の
り
け
ん
か
も
の
糸
あ
れ
の
も
る
か
つ
ら
か
け
て
も
人
に
あ
ふ
ひ
あ
り
や
と

九
四
三
帥
衣
弁

三
九
い
か
に
し
て
よ
そ
に
も
ぷ
む
と
お
も
ひ
し
〈
つ
ら
き
に
な
れ
ぬ
心
な
り
け
り

井
九
三
弁
帥
（
神
也
妙
也
可
賞
可
翫
歎
）

三
己
～
さ
り
と
も
と
人
の
な
さ
け
を
た
の
む
か
な
つ
ら
き
心
も
岩
木
な
ら
ね
は

九
三
帥
弁
（
数
度
雌
泳
不
可
飽
歎
）

一
三
、
な
か
し
と
そ
お
も
ひ
〈
て
ぬ
る
あ
は
て
の
ミ
ひ
と
り
月
ミ
る
秋
の
よ
な
，
１
１

衣
三

三
一
、
に
は
つ
烏
か
け
の
た
れ
お
の
打
は
へ
て
な
か
き
夜
す
か
ら
承
た
れ
て
そ
思

井
衣
三
九
弁

三
三
、
山
と
り
の
を
ろ
の
は
つ
か
に
ミ
し
人
の
か
け
を
と
入
む
る
か
坐
ミ
也
せ
は

九

三
西
、
こ
と
の
葉
の
あ
と
な
き
末
を
た
つ
ね
て
も
あ
は
て
の
森
の
木
枯
の
風

井
弁

二
五
封
こ
し
く
れ
に
も
つ
れ
な
き
松
〈
あ
る
物
を
涙
に
た
へ
ぬ
袖
の
色
か
な

九
井
衣

一
二
〈
帥
三
弁
袖
に
あ
ま
る
涙
の
露
や
し
く
る
ら
ん
秋
の
な
ら
ひ
と
い
ひ
〈
な
す
と
も

（
此
風
梢
常
出
来
欺
）

無
指
要
文
字
餘
事
強
不
可
好
之
由
亡
夫
同
申
候
し
以
事

九
帥
衣

一
三
尋
ほ
し
わ
ふ
る
袖
の
た
め
し
ょ
な
に
な
ら
ん
草
葉
も
秋
そ
露
〈
を
さ
け
る

九
三
帥
（
遊
理
尤
可
然
歎
）

三
六
、
朽
に
け
り
袖
や
む
か
し
の
袖
な
ら
い
つ
上
む
な
ミ
た
く
も
と
の
身
に
し
て

衣
帥
三
弁
九
（
是
等
〈
秀
逸
之
中
一
天
此
本
歌
常
見
躰
候
歎
）

二
元
、
ひ
ろ
瀬
河
あ
さ
き
く
人
の
ち
ぎ
る
に
て
袖
つ
く
波
〈
ほ
す
ひ
ま
も
な
し

菫
リ

九
衣
四

こ
ろ
、
あ
ち
き
な
や
人
の
心
の
う
き
に
さ
へ
た
生
わ
れ
か
ら
と
身
を
う
ら
ミ
つ
ょ

も

三
、
む
す
ひ
を
き
し
契
よ
い
か
に
岩
代
の
ま
っ
に
む
な
し
き
よ
を
か
さ
ぬ
ら
ん

次
申
上
候

一
、
一
一
ｔ
」
一
ノ

」
《
’
一
エ
オ
」

」
（
一
一
互
台
／
）

ｎ
ｏ７２



井
三

一
室
〈
～
あ
り
し
よ
の
か
た
み
と
何
を
な
か
め
ま
し
月
に
わ
か
れ
ぬ
わ
か
身
也
せ
は

二
四
四

二
四
五

一
二
一
二
〈

二
三
七

二
三
八

二
三
九

二
四
つ

二
四
一

二
四
二

二
四
一
二

三
九
帥
衣
四
弁

三
一
、
‐
中
ｊ
く
～
に
た
の
め
ぬ
よ
は
そ
ま
た
れ
け
る
人
の
こ
Ｌ
ろ
の
か
く
る
な
ら
ひ
に

三
帥
弁

二
三
、
、
ふ
け
す
と
も
ま
た
て
や
ね
な
ん
月
に
た
に
こ
さ
り
し
物
を
よ
ひ
の
村
雨

九
三
衣

二
西
帥
弁
雨
ふ
ら
〈
う
ら
ぷ
さ
ら
ま
し
こ
ぬ
人
の
こ
ｋ
《
ろ
ゑ
え
た
る
夜
半
の
月
か
け

（
難
出
来
歎
）

二
一
壹
可
ヨ
ー
弁
帥
あ
は
れ
な
る
身
の
お
も
ひ
か
な
偽
の
人
の
ち
き
り
を
な
く
さ
め
に
し
て

井
九
衣

弁
帥
く
北
方
屍
と
ｆ
一
き
り
て
４

－
一

存
旨
候
之
間
罷
過
候

井
九
衣

三
弁
わ
す
れ
し
と
い
ひ
て
わ
か

九
三帥
な
き
ぬ
と
て
烏
よ
り
さ
き

井
三
帥
衣

、
い
く
秋
の
な
ミ
た
の
露
を
〈
ら
ひ
か
ね
物
お
も
ふ
袖
に
月
を
ミ
る
ら
ん

衣
三、
物
お
も
ふ
我
か
ら
く
も
る
月
か
け
を
な
ミ
た
の
と
か
を
何
う
ら
む
ら
ん

弁
九
衣

昴
い
の
ら
す
よ
ゅ
ふ
し
て
か
け
し
か
た
そ
き
の
ゆ
き
あ
ひ
遠
き
契
な
れ
と
〈

九
三
弁
な

‐
、
有
明
を
な
に
つ
れ
し
と
お
も
ひ
け
ん
夜
ふ
か
き
月
に
お
ぎ
わ
か
れ
つ
上

○

衣
帥
三
も

、
あ
か
月
〈
う
き
も
の
そ
と
〈
い
に
し
へ
の
た
か
別
よ
り
う
ら
ゑ
そ
め
け
ん

井
衣
三
九

～
曉
は
う
き
時
な
れ
は
あ
ふ
坂
の
ゆ
ふ
尋
烏
も
音
を
や
な
く
ら
ん

井
九、
あ
か
月
く
う
ら
、
、
、
て
の
ミ
や
か
へ
る
ら
ん
わ
か
れ
ち
に
お
ふ
る
葛
の
し
た
か
せ

衣
九
は

弁
帥
く
れ
な
ゐ
と
ち
ぎ
り
て
も
猶
か
な
し
き
く
さ
た
め
な
き
世
の
曉
の
そ
ら

わ
す
れ
し
と
い
ひ
て
わ
か
れ
し
曉
も
な
に
の
つ
ら
さ
に
袖
の
ぬ
れ
け
ん

身

な
き
ぬ
と
て
烏
よ
り
さ
き
に
い
そ
ぎ
し
や
わ
す
る
上
中
の
は
し
め
成
け
ん

状

へ
｛

欺

（
両
首
別
恋
尤
優
美
候
）

已
上
二
首
又
陣
と
存
候

第
四
句
不
優
候
歎

｜
、
一
一
、
一
／

」
〆
一
二
／
４
判
』

ワワ刈
三J辻
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井
三
九

一
里
、
わ
す
れ
し
と
ち
き
ら
さ
り
せ
は
か
ね
て
よ
り
お
も
ひ
し
ま
上
の
わ
か
身
な
ら
ま
し

衣
三

二
受
お
も
は
す
よ
れ
く
た
れ
か
ミ
の
そ
の
ま
上
に
み
た
れ
て
人
を
こ
ひ
ん
も
の
と
〈

九

二
男
、
か
つ
ら
ぎ
や
く
め
の
岩
は
し
神
か
け
て
契
し
中
の
い
つ
た
え
に
け
ん

衣
三
弁

二
三
、
う
た
上
ね
に
た
の
む
は
か
り
の
夢
も
か
な
感
て
ふ
こ
と
の
な
く
さ
め
に
せ
ん

九
帥
三
弁

三
識
夢
の
中
に
ゆ
き
て
や
《
「
ま
し
か
へ
す
て
ふ
夜
は
の
衣
の
う
ら
の
は
っ
し
ま

井
九
衣
（
不
向
戒
仙
法
師
歎
）

一
三
三
弁
ミ
る
夢
の
な
こ
り
も
つ
ら
し
今
〈
た
上
か
へ
さ
て
ね
な
ん
よ
は
の
さ
衣

井
九

三
一
三
も
ろ
こ
し
も
夢
に
ミ
し
か
〈
と
く
か
り
を
夜
な
ノ
、
こ
と
に
た
の
む
は
か
な
さ

玉
ほ
こ
の
み
ち
行
人
ほ
と
塁
き
す
な
く
や
五
月
と
〈
可
詠
桜

ち
る
木
の
下
風
な
と
く
不
可
詠
之
由
亡
夫
申
候
き

九

一
吾
試
う
ら
ミ
わ
ひ
か
へ
す
こ
ろ
も
の
関
す
へ
て
お
も
ひ
た
え
た
る
夢
の
か
ょ
ひ
ち

九
帥

二
妾
三
衣
夢
に
た
に
あ
ひ
ミ
る
こ
と
を
た
え
ね
と
や
ぬ
る
ひ
ま
も
な
き
お
も
ひ
成
ら
ん

井
九

一
三
〈
衣
三
お
も
ひ
あ
ま
り
く
る
れ
く
た
の
む
夢
ち
に
も
た
え
ぬ
る
中
〈
あ
ふ
ひ
ま
も
な
し

（
已
上
七
首
夜
夢
絶
妙
也
勝
劣
可
見
合
鮎
歎
）

已
上
二
首
叉
障
と
存
候

九
衣

一
毛
臥
し
ら
さ
り
ぎ
わ
か
玉
の
を
く
な
か
ら
へ
て
あ
ひ
、
、
、
し
中
の
た
え
ん
も
の
と
は

九
衣
四

一
頁
飛
帥
わ
た
つ
海
の
底
の
玉
も
の
、
、
、
か
く
れ
て
み
た
れ
て
そ
お
も
ふ
あ
ふ
よ
し
を
な
ミ

九
衣
三

一
一
尭
師
弁
あ
ふ
事
〈
な
た
の
し
ほ
せ
に
行
舟
の
い
や
遠
さ
か
る
中
そ
か
な
し
き

衣
三

二
ａ
帥
逢
こ
と
〈
な
す
の
ゆ
り
か
ね
い
つ
ま
て
か
く
た
け
て
感
に
し
つ
、
、
、
は
つ
へ
き

第
三
句
無
念
候
歎

」
（
一
六
ウ
）

」
（
一
七
オ
）
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一
一
七
一

二
七
二

二
七
三

二
七
四

一
一
一
〈
気
〈

一
二
〈
九

二
七
つ

二
一
〈
四

一
二
〈
五

一
一
一
〈
一
〈

二
一
〈
七

一
一
一
〈
一

一
一
一
〈
一
一

一
一
一
〈
一
二

井
三
帥

孤
衣
か
へ
り
こ
ん
月
日
へ
た
つ
な
立
わ
か
れ
い
な
葉
の
山
の
嶺
の
し
ら
雲

井
九
弁

論
ふ
る
さ
と
の
さ
か
ひ
は
る
か
に
な
る
み
か
た
し
ほ
み
ち
く
れ
は
行
人
も
な
し

衣
三
（
續
古
今
）

邸
い
か
に
ね
て
夢
も
む
す
は
む
草
ま
く
ら
嵐
ふ
く
夜
の
さ
や
の
中
山

弁劫
唾
弁
月
影
に
こ
よ
ひ
は
山
の
嶺
こ
え
ぬ
た
れ
か
野
原
に
枕
ゆ
ふ
ら
む

其
心
不
分
明
候
之
間
障
と
存
候

弁
衣弄
相
坂
の
関
路
に
お
ふ
る
さ
れ
か
っ
ら
か
れ
に
し
後
〈
く
る
人
も
な
し

九
（
本
歌
似
過
歎
）

、
う
ら
ミ
て
も
里
を
〈
か
れ
ぬ
く
す
か
つ
ら
く
る
し
き
物
と
た
れ
を
ま
つ
ら
ん

三
帥
衣
（
綾
古
今
）

郭
ま
く
す
原
ぅ
ら
ミ
し
比
の
秋
か
せ
ゃ
か
れ
ノ
Ｉ
、
に
な
る
は
し
め
な
り
け
ん

弁井井
三
衣
四
九
弁
帥

、
を
く
露
も
色
こ
そ
か
は
れ
あ
た
人
の
わ
れ
を
ふ
る
せ
る
秋
の
た
も
と
に

九
帥
衣
四
（
尤
宜
歎
）

塾
一
う
つ
る
は
土
色
か
は
れ
と
や
契
置
し
う
き
身
し
り
け
る
袖
の
露
か
な

井
衣
（
無
二
無
三
鍬
）

四
三
あ
た
に
ち
る
花
よ
り
も
猶
は
か
な
き
は
う
つ
ろ
ふ
人
の
心
な
り
け
り

井
九三
う
つ
り
行
人
の
心
の
花
か
つ
ら
後
の
世
か
け
て
な
に
た
の
ミ
け
ん

衣
三
九
弁

あ
ふ
こ
と
も
い
ま
〈
む
な
し
き
空
蝉
の
羽
に
を
く
露
の
き
え
や
は
て
な
ん

わ
す
る
な
ょ
身
を
浮
雲
〈
へ
た
つ
を
も
よ
な
ｊ
く
、
な
れ
し
袖
の
月
か
け

身
を
秋
の
袖
の
月
か
け
ふ
け
に
け
り
か
ハ
る
ち
き
り
の
末
の
涙
に

雑

又
障
と
存
候

已
上
又
障
と
存
候

｜
コ
セ
ウ
）

Ｌ
／
’
一
、

、再介

乙イ、－
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井
九
三
帥
弁

一
要
、
い
は
し
ろ
の
松
の
し
た
ね
の
草
枕
さ
て
も
む
す
は
い
夢
そ
か
な
し
き

衣
（
人
丸
定
感
申
候
歎
）

一
三
〈
鮴
さ
上
ま
く
ら
い
く
野
の
末
に
む
す
ひ
き
い
一
夜
は
か
り
の
露
の
契
り
を

一
毛
た
ひ
衣
を
花
か
露
を
か
た
し
き
て
野
へ
に
も
浪
の
う
き
ね
し
て
け
り

景
気
殊
勝
候
但
僧
正
遍
昭
風
躰
や
す
き
候
覧

井
衣
師

一
買
弄
さ
坐
の
ゃ
の
か
り
ね
の
ま
く
ら
夢
た
え
て
袖
も
夜
さ
む
の
松
風
そ
ふ
く

九
三

一
莞
諦
ふ
る
さ
と
〈
と
を
っ
の
は
ま
の
礒
ま
く
ら
山
こ
え
て
こ
そ
浪
に
成
け
れ

（
側
本
欣
下
句
猶
勝
歎
）

是
又
愚
心
迷
て
不
分
明
候
暫
罷
過
候

井
弁

一
否
卦
う
き
枕
ま
た
ふ
し
な
れ
ぬ
さ
些
嶋
の
礒
こ
す
浪
の
音
の
は
け
し
さ

井
三
帥
河

天
一
飛
九
何
の
名
も
こ
と
上
ふ
烏
も
あ
ら
は
れ
て
す
ミ
た
え
ぬ
る
く
、
、
、
や
こ
也
け
り

井
九
三
｛
｛
（
縦
古
今
）

云
一
臥
た
ち
か
へ
り
み
て
こ
そ
ゆ
か
め
ふ
し
の
ね
の
め
つ
ら
し
け
な
き
け
ふ
り
也
と
も

帥
衣
弁

た
兇

二
八
三
鯉
洋
る
か
な
る
ふ
し
の
し
ら
雪
き
ゅ
る
日
〈
あ
れ
と
も
け
ふ
り
た
え
ぬ
ま
く
な
し

一
一

一
茜
蝦
趣
潅
み
わ
た
せ
は
し
ほ
か
せ
あ
ら
し
ひ
め
鴫
の
小
松
か
う
れ
に
か
Ｌ
る
し
ら
な
み

井
三

一
至
九
帥
ほ
し
わ
ふ
る
袖
し
の
浦
の
あ
ま
人
と
ひ
と
も
み
ぎ
は
に
も
し
ほ
た
れ
つ
坐

井
九
衣

二
会
帥
三
弁
い
て
上
ミ
る
む
か
ひ
の
岡
の
か
皇
ミ
草
露
に
み
か
け
る
月
の
か
け
か
な

三
九
帥
弁

二
毛
、
か
き
の
こ
け
か
〈
ら
の
松
の
ふ
か
象
と
り
年
ふ
り
に
け
る
や
と
上
み
え
つ
些

衣
四
三
弁

一
兵
刻
訓
し
つ
か
す
む
と
を
山
松
の
ふ
か
ミ
と
り
う
す
き
や
里
の
け
ふ
り
な
る
ら
ん

衣
三
弁

二
先
制
鯲
宮
こ
人
と
は
い
も
よ
し
や
山
里
〈
さ
ひ
し
き
に
こ
そ
心
す
ミ
け
れ

已
上
又
念
し
て
罷
過
候

（
一
八
オ
）

｜」

｜
（
一
八
ウ
）
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二
九
八

二
九
九

三
つ
。

二
元
七

二
九
三

二
九
四

二
九
五

二
九
一
〈

一
元
〔
｝
衣

二二ニニ

プしプ山
＝二

九
三帥
弁
山
さ
と
の
軒
は
に
た
て
る
そ
な
れ
松
な
れ
て
も
風
の
音
の
さ
ひ
し
さ

九
帥
衣
三
ま
へ
は
海
う
し
ろ
は
山
の
松
か
せ
に
一
か
た
な
ら
ぬ
波
の
を
と
か
な

（
凡
非
心
之
所
及
洞
庭
湖
之
松
庵
被
思
泄
候
）

は
し
め
つ
か
た
不
幽
玄
候
鰍

九
帥
ホ
カ

ヨ
敷
嶋
や
や
ま
と
し
ま
ね
の
外
ま
て
も
わ
た
せ
〈
わ
た
す
夢
の
う
き
橋

井
九劃
二
夢
の
中
に
猶
み
る
ゆ
め
や
世
中
の
は
か
な
く
過
し
昔
な
る
ら
む

井斌
い
た
つ
ら
に
あ
す
か
の
河
の
瀬
を
は
や
ミ
過
る
月
日
の
し
か
ら
、
、
『
も
か
な

井
三衣
は
ま
千
と
り
む
か
し
の
跡
を
た
つ
ね
て
も
猶
み
ち
し
ら
ぬ
わ
か
の
浦
波

（
三
代
御
秀
逸
御
梱
傳
之
上
者
故
不
加
合
鮎
）

凡
中
／
、
と
も
か
く
も
不
能
言
上
候

井
衣
帥

九
三
千
と
せ
山
こ
れ
や
む
か
し
の
さ
入
れ
石
い
は
ほ
に
ふ
か
き
苔
の
色
か
な

此
山
す
こ
し
似
大
嘗
會
歌
候
歎

井
弁恥
す
ぷ
よ
し
の
浦
は
の
松
の
ふ
か
、
、
、
と
り
ひ
さ
し
か
れ
と
や
神
も
う
へ
け
ん

ヘ
ィ
井
三
弁

ふ
か
き
斌
千
世
ふ
へ
き
大
内
山
の
嶺
の
松
い
や
年
の
は
に
色
ま
さ
る
ら
ん

鱸
垂
れ
も
坐
し
き
や
あ
ま
て
る
神
の
ま
す
か
入
「
、
、
君
か
御
影
を
さ
そ
ま
も
る
ら
ん

き
上
な
れ
ぬ
松
の
あ
ら
し
も
か
ね
て
よ
り
お
も
ひ
し
ま
‐
《
の
ミ
山
へ
の
さ
と

み
山
へ
の
さ
と
ふ
く
あ
ら
し
か
な
不
可
詠
之
由
亡
夫
慥
申
候
き
得

（
是
又
秀
逸
歎
神
慮
之
實
義
忽
以
露
顕
不
能
左
右
之
上

み
山
へ
の
さ

分
加
制
止
候

」
（
一
九
オ
）
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〈
注
１
〉
「
躰
」
の
右
に
詞

〈
注
２
〉
虫
損
状
態
を
そ
の
辛

く
注
３
〉
合
点
を
擦
り
消
し
。

（
白
紙
）

冷
泉
家
旧
蔵
本
也

今
賜
此
御
詠
已
被
許
愚
鮎
老
後
之
自
愛
候
）

以
朱
書
之
者
九
条
前
内
府
被
註
之

本
云

此
御
歌
先
年
書
写
之
処
為
人
被
借
失
之
間

以
或
本
一
枝
旱

昭
和
廿
四
年
林
鐘
五

頓
阿

此
一
冊
以
仙
洞
御
本
令
書
写
加
校
合
者
也

元
和
元
年
臘
月
廿
八
日
李
部
王

尋
證
本
書
之
早

明
和
五
年
夏

「
程
」
と
墨
書
す
る
が
、
擦
り
消
し
。

の
ま
ま
書
写
。
「
高
躰
不
能
左
右
歎
」
と
あ
る
べ
き
か
。

岸
廼
舎

為
栄

」
（
裏
見
返
）

」
（
裏
表
紙
）

」
（
二
一
オ
）

」
（
二
一
ウ
）

l

／、

○
ウ
ゞ＝

（
一
九
ウ
）

｜Ｌ 一

」
（
二
○
オ
）
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